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題 

信念のあるミッション  Mission with Faith   

愛をもって奉仕をしよう  Through Love, Serve 
あなたならできる！ きっとできる   “You can do it! Yes, you can!” 

－生きる しなやかに さわやかに－  －Live flexibly and refreshingly－ 

いつも喜んでいなさい    

メンと共に メネットはワイズの応援団 

聖  

句 

『 いま、ワイズについて思うこと  』  

会長主題 

１日(土) アジア大会 
ワイズは世界的な組織で

す。是非、それを実感して

下さい。滅多にないチャン

スです！ 

１７日(水) 第二例会  
次期はプリンスクラブが主

役の年です。その為に、段

取りが必要です。しっかり

検討をしましょう！ 
あわせて３０周年記念例

会の事も。 

８月 例会案内 

例会出席 

７月第一例会   １３名 

７月第二例会   １４名 

在籍者数     １６名 

メーキャップ    １名 

出席率     ９３.８％ 

ＢＦポイント 

ファンド 

ニコニコ 

切 手         pt 

現 金           円 

累 計        0円 

スイカ         114,050円 

                     0円 

 

累 計       114,050円 

７月第一例会       0円 

７月第二例会   6,000円 

累 計       6,000円 

ホームページ アドレス  http://www.prince-ys.com 

 おとなの自動車保険がはやっています。テレビのCMだけか

もしれませんが。おとなっていくつからなのでしょうね。いま、18歳選挙権をきっ

かけに成年の概念がゆらいでいます。ワイズの規約をみてもはっきりした年齢は書

いてありません。 
「角がとれて丸くなった」「人の立場や気持ちがよくわかるようになった」「季

節の移り変わりに敏感になった」こんな感じの人はいませんか。高齢期の男性から

答えてもらった「変わったこと」ベスト３です。ちなみに女性は「人に素直に感謝

できるようになった」「自然の草木、花などを愛するようになった」「季節の移り

変わりに敏感になった」という順番です。ここには、人や自然への愛情や温和で細

やかな心が浮かんできますが、このようなことはどれも家庭や地域などでの生活と

切り離して考えることはできません。同じような調査に世界各国の幸福感に関する

ものがあります。ブラジルやメキシコは幸福感が高く自殺率も低い、日本や韓国は

幸福感が低く自殺率が高いという結果がでています。どうやら幸福とは経済力や寿

命の長さだけではなさそうです。私たちは何をもって幸福と考えていったらいいの

でしょうか。この調査では幸福感は意義ある生活を送っていることと関係があり、

「有能感（知識や技能の獲得）」「生命感（家族や他者とのいい関係）」「達成感

（活動を通じて味わう）」という３つの要素が幸福感を高めるといわれています。

この３つの要素を高めるのは「多様な活動への参加」や「対人関係の社会的ネット

ワーク」ではないでしょうか。 
そこにこそ、ワイズメンズクラブの出番があるのではないでしょうか。確かにワ

イズに入ると忙しいです。でも、忙しい時こそいい仕事ができるものです。仕事を

頼むのは忙しい人に頼めとよく言うじゃないですか。決して忙しいが口癖の人では

ないのです。 
私もこの１年は忙しさの渦に巻き込まれていきそうです。でも、この忙しさの中

にこそ多様な活動への参加や人間関係のネットワークがふくらみ、幸福感がじわじ

わと味わっていけるのかなと思っています。 

  京都部部長  高田 敏尚   

主は羊飼い、私には何も欠けることがない。主はわたしを青草の原に休ませ憩いの水

のほとりに伴い魂を生き返らせてくださる。 
    詩編 第23章1～3節 

Youth Activities 



２０１5/7/5 

飯尾 豊 

 この時期、一番心配なのは天候です。私と岡西ワイズと

で前日にリーダー達がサバエニ集まる事を聞き親睦を深め

る為にお伺いました。あいにくの雨、リーダーのＯＢは遠

く静岡から、そして遅くに着いたＯＢはなんと仕事を終え

て島根から現役のリーダーを応援に駆けつけてくれまし

た。当然近郊のＯＢも集まり現役のリーダー達も混じり昔

の話に夜の更けるのを忘れ会話が弾みました。私どもは明

日のワークがあるので早い目に失礼をいたしましたが、雨

が激しく明日のワークが心配、でも一夜明けると薄日が差

し絶好のワーク日和となりました。 

 一番にサバエに来たのは斉藤ワイズ、さすがＹサ委員長、やる気満々で

す。８時３０分集合、今年の我がクラブの参加は１２名、全員ミーティング

の後、このサバエ開設ワークが蒔田会長期のスタートです。会長挨拶の後、

プリンス炊事棟のかまどの修理にかかりました。２年前に修理をしたのです

が、使い方が荒いのかかなりの傷み方をしていて廣井ワイズ、三村ワイズ、

森ワイズの超ベテランが完璧なかまどに復元、さすがでした。また数人にわ

かれてシャワー棟の周りの草刈、昨年も実施したのですが一年でこんなに草

木が伸びるのに驚き、なれた手付きで草刈機をブオーン、ブオーン。見る見

るうちに綺麗になり子供達がキャビンの周りで遊ぶ姿が目に浮かびます。 

 午前中でほぼノルマ達成、お昼ご飯は恒例のカレーライス、ひと仕事の後

のカレーは最高です。午後からはアーチュリー場の草刈に参加、ここも綺麗

に終了。ウイングクラブさんが今年のソラシドキャンプで使用するオーブン

を早速修理が出来たかまどでテスト調理をお手伝い、焼きあがったパンを皆

で試食し、かまどもオーブンも最高の出来でした。終了の３時にはちょっと

早かったのですがＹサ委員長の閉会挨拶で無事サバエ開

設ワークは終わりました。お疲れ様でした。 

7月第一例会                  

 次期にプリンスクラブも３０周年を迎えます。今期から３０周年に向けての実行委員会が起ち

あげられ周年に向けてのクラブ運営が始ると思います。 

 私がプリンスクラブに入会させて頂いたのが１９９１年２月で、早２４年の月日が経とうとしてい

ます。その間周年記念としては、入会２年目に５周年記念が執り行われ１０，１５，２０，２５年と５

年ごとに記念のアクトが行われました。プリンスクラブの周年事業はその時々でメンバー一同

がコンセンサスを採り事業内容などを決定しそれに基づき活動をしてきたように思います。その

結果ＹＭＣＡには多額の募金やサバエキャンプ場には、野外炊事場とシャワールームを寄贈

する事が出来ました、今でもサバエキャンプ場の重要な施設でその存在価値は素晴らしいと

思います。 

 これから記念のアクトについてはメンバー一同が協議し色々な事業が計画されると思いますが、私としてはプリン

スクラブの１０年後、４０周年を迎える時にプリンスクラブがどのような形態で活動できるクラブであるのかも含めて考

えていきたいと思います。 

プリンスクラブ 設立３０周年に向けて                       副会長  三村 良行 



 ７月１５日(水)グランドプリンスホテルで定時総会を開催。

出席者１４名で定足数１１名をクリアー。第３０代蒔田会長期

として、初の屋内での例会で場内は少し緊張感に包まれ、

開会点鐘が始まりました。 

 会長主題「喜び楽しみ皆で笑おう」を実践する為、蒔田丸

ではなく第３０期丸として、メンバー一丸となって２０１５年度

は、荒海を乗り切って行きたいとの挨拶が有りました。 

 委員会報告ではスイカファンドの案内。７月５日のサバエ

ワークの報告。 ８月『青い空と白い雲のキャンプ』の案内。ウエストオアフクラブ

との交流ツアーは予定変更の可能性が出て来たとの報告が有りました。 

 本日は、祇園祭り宵々山、食事のメニューも和食で飾り付けも祇園祭を演出し

た楽しいものでした。唯一残念な点は食後のコーヒーがない事でした。 

 食後、総会議案２０１４～２０１５年度、２０１５～２０１６年度議案が、質疑応答を

経て可決されました。 

 時間が押していましたが、若手二人のハッピーバースデーも祝へ、ニコニコも

活発に有り、時間オーバーでしたが無事、定時総会の例会は終了致しました。 

フェイスブックアドレス    http://www.facebook.com/princeysmens 

２０１5/7/15 

斎藤 謙治 ７月第二例会   定時総会         

 

 

 ８月に紹介させて頂くのは「上野貴子さん」です。 

 昨年の４月から正式職員として京都ＹＭＣＡに入職されまし

た。まだ２年目です。彼女と初めての出会いは、昨年のチャリティランでスタッフとして参加

して頂いた時でした。なぜか、親しみを感じたのか、「貴ちゃん」と呼んでいます。（僕だけ

かな） 

普段は眼鏡を掛けていて、その眼鏡の奥の目が鋭い時もあり、藤尾君の補佐として充分

な働きをされていました。そして、最後に小さな声で発言されます。一見すると、すぐ折れ

てしまいそうな華奢な感じですが、ジムに行って体も鍛えておられ、見た感じとは少々異な

るのかな。 

どうしてＹＭＣＡに就職したの？と尋ねますと、入る前はＹＭＣＡの事は全然知らなかったんです。たまた

ま、舞鶴ＹＭＣＡ開講時期の学校事務の採用募集を見て応募しました。でも、舞鶴ではなく、今は三条ＹＭＣ

Ａ本部で働かせて頂いています。現在会員関係と広報が中心で、活動委員会とボランティアビューローの委

員会と機関紙（京都青年）の担当もさせて頂いています。と言う事でした。 

 ＹＭＣＡのミッション、理解出来てる？と聞きますと、はい、たぶん･･･理解していますが、まだ行動がつい

て行ってないかな？と謙虚なお答えでした。 

将来は？との問いに、今ＹＭＣＡでの仕事でいろんな方との出会いがあり、発見が多く楽しくて

仕方がありません。今は勉強中ですが、その先に夢を見つけたいです。チョット、どんくさいんで

すが大目に見てくださいね。小さな声でそう締めくくって頂きました。今年の８月にアモイワークキャ

ンプの引率者として、中国のアモイに行かれます。今習っておられる中国語を生かすチャンスに、胸ワクワクと

言った感じでした。 

ごめんやっしゃ、ＹＭＣＡさん 

「京都部ＰＲ委員会」って何？、 

西日本区では広報主任が無くなり、京都部でも広報主査が無くなりました。しかし、広報が大事だという事で、

今期初めて出来た組織です。 

 自分のクラブが他のクラブの皆様に伝えたいこと、例えば例会で素敵なゲストを呼びます。皆様お越し下さい。

なんていうことをアピール出来る場所です。いろんな情報を提供して下さい。すぐに各クラブにアピールさせてもら

います。お願いですが、まず、京都部のＨＰを見てください。最初のカレンダーをクリックしてみて下さい。 

続きは又の機会に！                                                                                   京都部ＰＲ委員長 岡西 博司 



京都部 舞鶴ワイズメンズクラブ実行委員会 

委員長 京都トップスクラブ 船木 順司 
舞鶴の地にワイズメンズクラブを作りましょう！ 

 2015年4月11日舞鶴ＹＭＣＡ国際福祉専門学校が開校いたしました。当然のごくその地に

はワイズメンズクラブが必要でしょう。全てのワイズメンは必然の事と何の異論もなく語られ

る。しかし、誰もが口にするものの、やろうと声を上げる人はいない。 

 私の所属するトップスクラブには若いメンバーが多数在籍しています。新しく生まれ変わろ

うとしている最中です。私がワイズメンとしてできる事や役割は今までに区、部、他クラブで多

くのワイズメンから得た学びを若いメンバーや経験の少ないメンバーに伝えることだと思って

日々の活動を行える様に成りました。その線上にはクラブの為だけじゃなく、他クラブ、部、

区、のために自身の経験を惜しみなく伝える事が２６年間在籍するワイズメンとしての役割だ

と思っております。 

私なりに様々な思いを巡らせ「舞鶴にワイズメンズクラブを作ろう！」と声を上げる事を決意しました。では、何

故いま舞鶴ワイズメンズクラブでしょうか？ 

その背景には、舞鶴ＹＭＣＡ国際福祉専門学校が舞鶴市の国際観光化計画や若い住民が地元で学び地元

で職を得る事を共に考え共に歩むという壮大な計画が有り、ＹＭＣＡや行政の皆様と街づくりの一端を担う事を

舞鶴ＹＭＣＡと共に歩むワイズメンズクラブが得ることが出来る。こんなチャンスに巡り合う事は人生において一

度あるか無いかだと私は思います。そして、新クラブを生み出す事こそワイズメンズクラブが目指す大きな目的だ

からです。今でしょう行動を起こすのは！ 

２０１５年６月７日（日）京都部評議会において舞鶴ワイズメンズクラブ設立準備委員会の設置が承認され、本格

的な準備に入りました。本来、設立ホストクラブが有り、そのホストクラブから新クラブへキーのメンバーとして数名

が移籍し運営に当たるという方法で行なわれるのが一般的ですが、今回は京都部全１８クラブがホストクラブとな

り設立チャーターを行うと言う異例な試みです。京都部５００余名のメンバーがこれに関わる事が一番大切な事

だと思っております。私がいくら大きな声で叫んでもたかが知れた事です。まだまだ皆様に浸透していない所で

すが少しずつ前進有るのみだと思っております。２０１６年６月２５日の西日本区大会にて設立総会を行い２０１６

年９月１０日（日）に行われる京都部会にてチャーターナイトを行うと言う明確なゴールを決めました。ワイズダム

の広がりＹＭＣＡの反映に我々が関わる事が出来るこの素晴らしい機会を皆様で共有出来ればこんなに喜ばし

い事は無いと思います。一人でも多くのワイズメンに声が届くよう、力の限りを尽くしてまいります。ぜひ皆様のご

協力をお願いいたします。Y’sly 

前期１０月からプリンスに入会した椹木です。よろしくお願い致します。 

○名前について 

 「これ何てよむの？」「さくらぎ？」「ひいらぎ？」「じんき？」 

 電話で「さわらぎです。」と言うと、「どんな字を書くんですか？」「きへんに

甚兵衛の甚に木です。」「ああ、きへんに甚だしいですね。その１字でさわらぎと

読むんですか。」「…」面倒になって「郵便の宛名はひらがなで結構です。」なん

てこともしばしば。結婚するまでは吉田というありふれた名前でしたから、勝手が

違います。でも面倒なことばかりではありません。特に御所の近くにお住まいの方

は、「椹木町」という地名をご存じなので、そこからお話がはずみますし、京都以外の方にも「あ

あ、あの変わった名前の」と覚えてもらいやすいという利点もあります。 

○仕事について 

 保健師という仕事をしています。以前はどういう仕事か説明がしにくかったのですが、被災地に派

遣されたり、テレビドラマに登場したりで、少しずつ認知されるようになってきたと思います。広く

浅くですが、いろいろな仕事を３~４年毎に経験してきました。保健所（保健センター）、福祉事務

所、市役所、児童相談所、そして今は市立病院で患者さんの相談にのったり、地域の先生方と病院を

つなぐ仕事をしています。 

○プリンスについて 

 スポンサーである蒔田ワイズと、そのスポンサーである岡西ワイズとは元々ゴルフつながり。ゴル

フの腕前もワイズの活動も背中さえ見えない存在ですが、今期も楽しく、真面目に、できることを一

所懸命やっていきたいと思いますので、皆様よろしくお願い致します。 

プリンスクラブ・メンバー紹介     椹木 徳子 （さわらぎとくこ） 



 新しい期になり最初から遅れてしまいました。 

 １１日西中国部の第一回の評議会が開かれ、それぞれのクラ

ブの活動計画が述べられました。わがクラブも色々と行事をくみこみました。 

 １７日は広島クラブと合同例会をいたしました。そのとき、デンマ－クから二人のワイズメンがメネットと

同伴で参加され、楽しい時間を過ごしました。とくに、広島クラブの河野メンが尺八でデンマ－クの歌

を演奏されとても感激しておられました。  

 

 ワイズメンズクラブが一体どんな団体でどんな活動をしているのか全く知

らず、学Ｙの先輩に請われるまま「東京山手クラブ」に入会したのが1983年、

あれからあっという間に30数年がたってしまいました。 

 当時若干40歳、その3年前に外資系の会社を辞めて独立を果たしたばか

り。毎月決まって例会出席のお誘いが来るものの会社はスタートしたてで、未

だ人も雇えず家内と2人毎日奔走の日々、とてもワイズどころでは無い状況

でした。しかも、たまに例会に出席しても見渡せば当時の主要メンバーは、一

回りどころかニ周りも違う初老(・・・失礼)の大先輩ばかりで話も合う筈がなく

次第に足も遠のいてしまいました。大学の先輩の手前辞める訳にもいかず、

暫し(6年近く)幽霊部員の状態が続くなか、若手メンバーの一人・奈良昭彦さ

んから「若いメンバーだけで新しいクラブを作るから一緒にやろう」と声が

掛かって来ました。「それって仲間割れで一種の造反じゃないの？」って首を

傾げながらも固まった状況から抜け出すチャンスと新しいクラブ「東京サンライズ」の立ち上げに

参加した訳です。 

 当時奈良さんも40台半ば、現役バリバリの並外れた行動力で瞬く間に20数名のメンバーが集

められ、YMCA山中湖センターでのチャーターとなりました。翌年にはクラブ会長、チャーター5年目

にホストした東日本副区大会で何と大会実行委員長・・・ 役をやる度にワイズの面白さ、特に年

齢、経歴、男女、国籍を問わず誰とでも利害な 

しで対等な付き合いが出来る魅力に取り憑かれ、国際大会にも欠かさず参加、かつての幽霊部員

が嘘のように変身したのです。更に2000年には東日本区の事業主任、翌年にはあずさ部部長とい

う区レベルの役を経験する事によりその行動範囲と付き合いの幅が格段に広がりました。途中か

ら家内もメンバーとなり一緒に行動するうち、何時の間にか理事の話が持ち上がり、とうとう 第

13回東日本区大会の理事就任式で舞台中央に立つ羽目と成った訳です。 

 70歳を過ぎた今、改めて過ぎし日々を振り返って見ますとワイズのメンバーであった事がどれ

程自分の人生を豊かにしてくれたか・・・特に多くの人達との出会い、数多くの貴重な体験はワイズ

抜きでは語ることが出来ません。私にとってワイズとは「我が人生に最も大きな財産を与えてくれ

た不思議な存在。」と言えます。 

今年は、日本中のワイズメンから、ワイズの楽しみ方、ワイズの良さ、ワイズを続ける秘訣、ワイズ

の原点とは何ぞや等のお話を聞かせて頂こうと思い、ワイズ談議というコーナーを作りました。 

是非、お読み下さい。 

元東日本区理事 

原 俊彦 

（富士五湖クラブ）   

 

 ７月のキックオフ例会は、熊本むさしの田上先生の卓話。１８

日にはあずさ部評議会。第二例会は評議会と重なったために

２５日に延期して、隅田川川開きの両国花火大会を楽しみました。 

參遊會メンバーの正村さんのマンションは打ち上げ第一会場の真ん前。交通規制の引かれる５時

前から乾杯の練習が始まり、打ち上げ前にだいぶ良い気持ちとなりました。２万発の花火の内１万発

が目の前から上がり、十分に花火を満喫しました。個人的には、色のつかない線香花火のような淡色

の花火が好みです。来年の７月最終土曜にに花火見物に来られませんか。 

京都アジア大会でお目に掛かれることを楽しみにしております。どうぞよろしくお願い致します。 



『スイカファンドを始めて十余年』 
 松本クラブの例会でのスイカファンドで、スイカを買って食べたスイカが、何とも美味しかっ

たので、翌年は、そのスイカファンドに相乗りをして、車に満杯のスイカ約３０玉を積んで持ち

帰ったのが、我がクラブでのスイカファンドの始まり。それから十余年の今年は、京三運輸さ

んの協力を得て４トン車にスイカ３９０玉を積んで持ち帰りました。当初は、往復の高速道路

代やガソリン代を考えると全くの赤字。輸送代をペイするには、少しでも多くのスイカを運ば

なければと、他クラブのファンドにも利用していただくことを考えました。おかげでここ数年

は、他クラブから２0０玉近いご利用をいただき、夏前になると「今年もスイカやる？」との声も

聴くことがで、今年に至っては２５０玉のご協力をいただきました。我がクラブのファンドとして

だけでなく、他クラブのファンドとしても貢献できている事が、とても嬉しい事です。京都部１８

クラブ、「我がクラブ、我がクラブ」ではなくて「僕も、あなたも同じワイズやん！」と思ってワイ

ズライフを楽しめたらと思っています。                          森 伸二郎 

１．ＩＣＣＰＪ（International Camp Counselor Program 

Japan）のユースリーダ受け入れ  
7/17から約1か月、ＩＣＣＰＪ（International Camp  

Counselor Program Japan）で台中ＹＭＣＡから派遣の 

ユースリーダー３名がサバエキャンプ場に滞在しま 

す。野外のキャンププログラム、小学生英語キャンプ 

等で日本のリーダーと共に活動します。滞在中、交 

代で何日か三条にいることもありますので、ホームス 

テイ等受け入れていただける方は、京都ＹＭＣＡサ 

マーキャンプ事務局（℡075-231-4388 中村又は亀 

山、關）までご連絡ください。  

期  間： ７月１７日（金）～８月１６日（日）  

 
２．厦門ワークキャンプ  

台中ＹＭＣＡが毎年中国・厦門市で厦門ＹＭＣＡと一 

緒に行っているワークキャンプに、今年から京都、仁 

川のＹＭＣＡも参加します。京都ＹＭＣＡからは、職員 

１名と元職員１名、国際ボランティア３名が参加しま 

す。 

日  時： ８月８日（土）～８月１７日（月） 

派 遣 先 ： 中国・厦門市 

 

３．がん患者さんの会  
この会は患者さんとそのご家族が抱いている苦しみ 

や悩みについて、患者さん同士、そのご家族同士が 

話し合い、がんとうまく付き合うための情報交換の場 

です。 

日  時： ８月１５日（土）午後７時～９時 

場  所： 京都ＹＭＣＡ３０８号室 
参 加 費 ： お一人 ３００円(お茶代等)    

申し込み：（ＴＥＬ）０７５－２３１－４３８８ 

     （Ｅ－ｍａｉｌ）vb@kyotoymca.or.jp 

 

４．子ども向けボランティア講習会  

ボランティアビューロー専門委員会では、野外や体育

に通っている子供たちを対象に視覚障がい者介助講

習会を実施します。子どもたちに楽しくボランティアに

ついて学んでもらう講習会です。 

日  時： ８月２４日（月）午前１０時～１１時３０分 

宿泊場所： 京都ＹＭＣＡ マナホール 

参 加 費 ： ３００円（当日回収いたします。） 

申し込み： （ＴＥＬ）０７５－２３１－４３８８ 

報告事項  

●ソラシドキャンプのＴシャツ購入をお

願いする。 

●次期京都部会実行委員会を設置して、

８月第二例会で部会について検討する。 

●９月第一例会の参加案内を会長会を通

じて他クラブにアピールする。 

承認された事項 

●ソラシドキャンプ参加費補助の件 

参加費の半額を参加者に補助する。 

●こどもシェルターののさんへ寄付の件 

９月第一例会時に募金を募り、当日のニ

コニコと合わせて寄付する。 

８月  8月 スケジュール 

該当者なし 

７月度 役員会報告 

＜編集後記＞ 

 どうしたら、皆に読んでもら

えるのだろうか？ いつもそん

なことを考えています。ちょっ

と一味違う内容をと考え、ＹＭ

ＣAの職員にインタビューして

いますが、なかなか上手く行き

ません。でも、楽しい時間を得

られています。 
まだ始まったばかり、乞うご期

待を！ 

 １日(土) 第一例会 アジア大会  

         ウェスティン都ホテル 

 ２日(日) ＤＢＣ昼食会 

   13:30 がんこ寿司 大岩邸 

１９日(水) 第二例会 

   19:00  グランドプリンスホテル 

２０日(木) 三役会 

      ピクセル談話室 

２２日(土)～２３日(日)  

      ソラシドキャンプ       

            サバエキャンプ場 

２６日(水) 役員会 

   19:30 京都ＹＭＣＡ 


